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シ ャ ル メ デ ィ ア な ど を 通 じ て 参 加 で き る 。
（http://www.irankarapte.com/index.html）（図
表 1）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔付記〕本論文は 2013 年 10 月 14 日から 4 日間に
わたってスウェーデン、ウプサラ大学ジェン
ダー研究所によって開催された国際シンポジウ
ム“Researching and exploring by, for, and 
with indigenous peoples, minorities and local 
communities”での発表に加筆したものである。
招聘してくださったMay-Britt Öhman教授と
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